
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要 ：  

川島氏は、中国外交に対する安易な「中華思想」的解釈を、「オリエンタリズムの流れ

の一つ」として退け、中国外交のリアリズムに注目するべきであると説く。中国は 20 世

紀初頭、自らを「世界の中心」ではなく「万国の一つ」とする認識転換を行った。その中

で中国の新たな『地域』『周辺』観も生じることとなったが、「反日外交などの戦略」も

この認識転換の中から生じたとする。中国外交のリアリズムが、日本をどのように見据え

てきたか、また今後どのように見据えるかを論じる。 
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